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■ 

自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
送
付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清里地区の人口と世帯 

男   １７６７人  （＋２） 

  女    １８５６人  （＋２） 

人口  ３６２３人   （＋４） 

世帯  １４９６世帯 （－３） 

 〈 令和３年７月末日現在 (  )は前月比 〉 

公民館だより・花いっぱいの清里地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ３ 年  

９ 月 １ 日  
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フェイスブックで前橋市の情報や各地区の様子等を発信しています。併せてご覧ください。  いいね！まえばし https://www.facebook.com/maebashicity 

公 民 館 だ よ り 「 き よ さ と 」 は 前 橋 市 ホ ー ム ペ ー ジ で カ ラ ー 版 が ご 覧 い た だ け ま す 
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９
月
1
日
号
広
報
ま

え
ば
し
の
配
布
に
合
わ

せ
、
９
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
の
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
を
送
付
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

古い着物でさまざまなデザインの服やバッ

クを作成し、物づくりの楽しさを体感して

います。 
 
●代表者 森田 淑江 

●活動日 月１回の日曜 

●活動時間 午前９時３０分～午後４時 

●会費 月 1,500円 

●講師 武 恵美子 

♪ 清里公民館自主学習グループ紹介 🖌 

✨ 着物リメイク教室 ✨ 
 

きよさと子育てサロンお休みの 

お知らせ 

館 報 で お 知 ら せ し ま す 。 

 今月の納税のお知らせ  
 

固定資産税・都市計画税 ３期 

３

９月３０日(木)まで 

 

令
和
３
年
度
の
清
里
地
区
市
民
体
育
祭
は
、
関

係
各
委
員
の
皆
様
の
検
討
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
及
び
参
加
者
の
安
全
最

優
先
の
た
め
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

清
里
地
区
市
民
体
育
祭 

中
止
の
お
知
ら
せ 

【
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
】 

子
ど
も
会
は
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
に
、
異
年
齢
の
子
ど
も
が

集
ま
っ
て
で
き
た
団
体
で
、
清
里
地

区
で
は
５
つ
の
自
治
会
ご
と
に
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
子
ど
も
会

や
そ
の
育
成
団
体
を
支
援
し
た
り
、

行
事
を
行
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
を
地
域
ぐ
る
み
で

推
進
す
る
団
体
で
、
青
少
年
健
全
育

成
会
の
傘
下
の
団
体
で
も
あ
り
ま

す
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
上
毛
か
る

た
大
会
を
執
り
行
う
ほ
か
、
様
々
な

地
域
で
活
躍
す
る 

団
体
紹
介 

に
、
七
分
団
二
部
の
詰
所
が
池
端

町
内
に
あ
り
ま
す
。
活
動
に
必
要

な
服
や
靴
、
手
袋
な
ど
が
貸
与
さ

れ
、
火
災
の
消
火
活
動
に
限
ら
ず

台
風
、
洪
水
、
地
震
と
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
災
害
時
に
活
動
し
、
住
民
の

安
全
と
安
心
を
守
る
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
う
ほ
か
、
の
び
ゆ
く

こ
ど
も
の
つ
ど
い
・
ふ
れ
あ
い
の

広
場
な
ど
の
地
域
行
事
へ
の
協
力

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
女
性
の

み
１５
名
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
防

災
訓
練
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
火

災
予
防
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
行
事

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 【
更
生
保
護
女
性
会
】 

更
生
保
護
女
性
会
は
法
務
省
が

所
管
し
て
お
り
、
清
里
地
区
に
は

2５
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
更
生
保

護
に
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、
女
性
の
立
場
か
ら
青
少
年
の

健
全
な
保
護
育
成
を
図
り
、
地
域
の

犯
罪
予
防
と
犯
罪
者
や
非
行
少
年

の
更
生
保
護
を
目
的
と
し
、
同
じ
更

生
保
護
団
体
で
あ
る
保
護
司
会
と

協
力
し
て
更
生
保
護
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
覚
せ
い
剤
等
薬
物

乱
用
防
止
、
喫
煙
防
止
教
室
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
、
矯
正
施
設
の

訪
問
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
前
橋
市
消
防
団
第
七
分
団 

・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
】 

清
里
地
区
は
前
橋
市
消
防
団
の

中
の
第
七
分
団
と
な
っ
て
お
り
、
二

つ
の
部
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

分
団
一
部
の
詰
所
が
青
梨
子
町
内

ベルマーク財団や協賛会社、協力企

業を通じて地域の学校や公民館など

の教育援助に役立てられます。清里

公民館でも 

ベルマークを 

集めておりま 

すので、ご協 

力いただける 

方、切り取っ 

て清里公民館 

の回収 BOX 

に入れてくだ 

さい。 

清
里
公
民
館
で
は
様
々
な
学
習

グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
作

品
展
示
を
公
民
館
ロ
ビ
ー
の
展
示

棚
で
実
施
中
で
す
。 

学
習
グ
ル
ー
プ
の
一
覧
表
は
清

里
公
民
館
に
設
置
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ

ち
ら
の
２
次

元
コ
ー
ド
で

も
読
み
込
め

ま
す
。 

清里公民館学習

グループ一覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館だより きよさと 令和３年９月 1 日 第５０９号 

 

図 書 室 だ よ り  
新着図書案内 

 
 

一般書 

菜の花食堂のささやかな事件簿 4       碧野 圭 

追慕（隠密船頭 7）             稲葉 稔 

偽坊主（新・知らぬが半兵衛手控帖 13）   藤井 邦夫 

菓子屋横丁月光荘 4          ほしお さなえ 

越後・親不知翡翠の殺人          梓 林太郎 

我が産声を聞きに              白石 一文 

ショローの女               伊藤 比呂美 

ミッドライフ・クライシス          鎌田 實 

白崎茶会の発酵定食            白崎 裕子 

気がつけば警備員になっていた。      堀田 孝之 

 

児童書・絵本 

最強の剣豪へタイムワープ          イセケヌ 

山火事のサバイバル 1         ポドアルチング 

かいけつゾロリのゾワゾワゾクゾクようかいまつり 

原 ゆたか 

キャベたまたんていまものの森から SOS!  三田村 信行 

夏休みルーム             はやみね かおる 

ミオととなりのマーメイド 9   ミランダ・ジョーンズ 

あんなにあんなに          ヨシタケ シンスケ 

おふろひえてます           とよた かずひこ 

ばけばけばけばけばけたくん かみなりの巻  岩田 明子 

ぞろぞろぞろぞろ              春田 香歩 

 

▽休館日 
【９月】２（木）・９（木）・１６（木）・２４（金）・３０（木） 

【10月】7（木）・14（木）・21（木）・29（金） 
 

▽開館時間 
平日：１０：００～１８：００ 
土･日･祝：１０：００～１７：００ 

市立図書館清里分館 ℡253-4588 

■
夏
休
み
の
小
学
生
が 

公
民
館
で
体
験
学
習
！ 

人
権 

に
つ
い
て
考
え
る 

 

 

 

人
権
と
は
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持

っ
て
い
る
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
こ

と
で
す
。 

こ
の
権
利
は
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、
現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
い
わ

れ
の
な
い
差
別
に
よ
り
人
権
侵
害
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、他
人
の
基
本
的
人
権
を
互

い
に
尊
重
し
あ
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

～
今
も
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差
別

問
題
を
通
し
て
、
人
権
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。～ 

 【
同
和
問
題
】 

日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て

支
配
者
が
民
衆
支
配
の
必
要
か
ら
、
政
治

の
仕
組
み
と
し
て
厳
し
い
身
分
制
度
を

敷
き
ま
し
た
。
人
々
は
そ
の
身
分
に
よ
っ

て
住
居
や
職
業
を
定
め
ら
れ
そ
れ
を
越

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
身
分
制
度
に
お
い
て
、
低
い
身
分
に
置

か
れ
た
人
々
が
強
制
的
に
住
ま
わ
さ
れ
た

所
が
同
和
地
区
（
部
落
差
別
）
と
な
り
ま

し
た
。
同
和
地
区
出
身
と
い
う
だ
け
で
、

社
会
的
な
不
利
益
や
差
別
を
受
け
、
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題
が

同
和
問
題
で
す
。結
婚
や
就
職
な
ど
日
常

生
活
の
上
で
、
本
人
の
人
柄
と
は
直
接
関

係
な
い
「
生
ま
れ
」
な
ど
を
理
由
に
差
別

さ
れ
る
と
い
う
我
が
国
固
有
の
重
大
な

人
権
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
平

成
２８

年

１２

月
「
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
に
つ

い
て
一
層
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
意
識
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
(

前
橋
市･

前
橋
市
教
育
委
員
会
人
権

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト｢

や
さ
し
い
心｣

か
ら) 

夏
休
み
の
小
学
生
に
様
々
な
体
験
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
公
民
館
主
催
な
つ
や
す
み
教
室
が
今
年
も
開
催

さ
れ
、
全
９
回
の
講
座
の
内
５
回
が
開
催
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
後
半
４
回
が
中
止
）
さ
れ
、
延

べ
76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

７
月
27
日
（
火
）・
８
月
３
日
（
火
）
２
回
実
施
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
「
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
楽

し
も
う
！
」
で
は
、
講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
前

橋
西
高
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
部
の
生
徒
が
サ
ポ
ー

ト
を
務
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
も
う
一
度
参
加
し
た
い
」
な
ど
大
変
好
評
で
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
西
高
生
も
「
地
域
の
小
学
生
と
交
流
で
き

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」「
ま
た
、
参
加
し
た
い
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
７
月
28
日
（
水
）
夏
の
キ
ッ
ズ
・
カ
ホ
ン
講
座

「
段
ボ
ー
ル
で
カ
ホ
ン
を
作
ろ
う
！
」
で
は
、
前
半
に

前橋西高生が丁寧にサポート 

自分で作った段ボールカホンで楽しく演奏 

ういてまってボトルを２人組で製作 

公民館ホールの大画面のスクリーンでアニメ鑑賞 

参
加
者
が
持
参
し
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
工
作
し

て
カ
ホ
ン
を
作
り
、
後
半
で
講
師
の
指
導
の

も
と
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
初
め
て
開
催

し
た
講
座
で
し
た
が
、
参
加
者
全
員
カ
ホ
ン

を
完
成
し
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
カ
ホ
ン
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」「
家

族
に
も
作
り
方
を
教
え
た
い
」
な
ど
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
学
び
な
が
ら
演
奏
も
楽
し

め
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
７
月
30
日
（
金
）
水
辺
の
安
全
講
座
「
現

役
消
防
士
が
伝
授
す
る
極
意 

う
い
て
ま

て
！
」
で
は
、
水
辺
で
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
対
処
法
を
学
ん
だ
り
、
参
加
者
が

持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
「
う
い
て
ま
っ

て
ボ
ト
ル
」
を
作
っ
て
投
げ
方
を
実
践
し
た

り
、
簡
易
プ
ー
ル
で
背
浮
き
を
し
た
り
、

事
故
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
み
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。
「
う
い
て
ま
っ
て
ボ

ト
ル
を
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
「
も
っ
と

プ
ー
ル
に
入
り
た
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
命
を
守
る
体
験
型
の
学
び

を
実
践
し
た
貴
重
な
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
８
月
４
日
（
水
）
ア
ニ
メ
上
映
会
で

は
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
大
画
面
で
迫

力
の
あ
る
映
像
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

不
定
期
掲
載 

清
里
の
歴
史 
 

平
成
10
年
に
編
纂
さ
れ
た
「
清
里
村

略
記
」
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
●
廃
藩
置
県
の
こ
ろ
の
「
清
里
」
の

各
戸
長
」
か
ら
・
・
・ 

・
・
・
近
代
化
の
波
で
清
里

地
区
に
も
い
ろ
い
ろ
な
変

化
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

徳
川
幕
府
が
大
政
を
奉
還
し
、

王
政
復
古
が
実
現
す
る
と
と
も
に
、

清
里
の
各
村
々
は
最
初
岩
鼻
県
に

属
し
た
が
、
明
治
二
年
に
は
前
橋
県

の
管
轄
に
入
り
、
明
治
四
年
に
は
前

橋
県
が
群
馬
県
に
合
体
さ
れ
る
と
、

群
馬
県
の
管
轄
に
入
っ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
間
、
青
梨
子
村
だ
け
は
、
明

治
初
年
に
沼
田
県
に
所
属
、
沼
田
県

の
廃
止
後
、
群
馬
県
の
管
轄
に
入
っ

た
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
六
月
に
熊

谷
県
が
置
か
れ
、
清
里
の
各
村
々
は

熊
谷
県
の
管
轄
に
入
り
、
明
治
九
年

に
再
び
群
馬
県
が
置
か
れ
た
と
き

か
ら
全
村
が
群
馬
県
の
所
属
と
な
っ

た
。
短
い
期
間
の
な
か
で
、
誠
に
め

ま
ぐ
る
し
い
変
遷
で
あ
っ
た
。 


